
− 261 −

資　　料　　編



− 262 −

統計資料
１．自動車交通需要の動向

自動車保有台数の推移
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旅客輸送量の推移

貨物輸送量の推移
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【習得度テスト解答と解説】

＜共通問題＞

１ （×） 半年間保存しなければならない。 ⇨ 1 年間保存しなければならない。

２ （○）

３ （○）

４ （×） 12 ヶ月毎 ⇨ 3 ヶ月毎

５ （○）

＜部門問題＞

（トラックの整備に関する問題）

1 （×） バス、ハイタクに次いで 3 番目 ⇨ バスに次いで 2 番目

2 （○）

3 （○）

4 （×）
過去５年以内に同事故が発生していた場合 ⇨ 過去３年以内に同事故が発生してい
た場合

5 （○）
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【習得度テスト解答と解説】

＜部門問題＞

（バスの整備に関する問題）

１ （○） P119 参照：設問のとおり

２ （×）
P133, P203 参照：圧縮水素等を燃料とする FC バス等については、道路運送
車両法と高圧ガス保安法の２つの法令による規制が適用されていたが、令和５
年 12 月 21 日の改正で規制が一元化されたのは道路運送車両法である。

３ （×）
P133, P203 参照： FC バスのガス容器について、容器再試験は初度登録から
１年目の車検整備時に受検しなければ車検合格とならず、その後一般的には２
年毎になる。

４ （×）
P7 参照：令和５年路上故障での道路別・装置別故障発生件数及び割合では、
一般道路では電気装置故障が一番多いが、高速道路では走行装置故障が一番多
くなっている。

５ （○）
P210 参照：「有効期間満了日の 2 か月前から満了日までの間」に受検しても、
残存する有効期間は失われない。（令和７年４月 1 日施行）
　　　　※注意：自賠責保険の有効期間もこれに整合させる必要あり。

＜部門問題＞

（ハイ・タクの整備に関する問題）

１ （○）
図－1 高速道路における車両故障発生件数の推移表で、乗用車が 65,660 件で
一番多いです。

２ （○）
車両故障は突然発生する場合がありますので、慌てずにハザードランプを点滅
させながら、車両を安全な路肩等に寄せて停車後、旅客を安全な場所に誘導し、
二次災害防止への対応をしてください。

３ （○）
レーザーセンサーや音波センサーのついた外装類の脱着、カメラのついたフロ
ントガラスの交換、フレーム修正をした時の先進安全装置を正しく作動させる
作業です。

４ （×）
日常点検において、点検実施者は、微細な異常でも整備管理者へ報告し、整備
管理者は修理などの必要な措置を講じ、運行可能の決定をします。

５ （○）

健康は宝と言うように、日頃より健康意識を高めながら行動するとともに、健
康診断後の産業医からの意見聴取により、必要に応じて再検査等を受診します。
上司等と診断結果に基づく継続治療の確認、処方箋の確認等をして継続的なコ
ミュニケーション作りを実施してください。


